
株主の皆様へ
第5期報告書

（平成18年4月1日～平成19年3月31日）

ＪＦＥグループは、常に世界最高の技術をもって社会に貢献します。

お　 知　ら　せ

【お問い合わせ先】
株主名簿管理人
みずほ信託銀行株式会社 証券代行部
電話　0120-288-324（フリーダイヤル）

　本年1月より、1単元（100株）に満たない株式（単
元未満株式）をご所有の株主様を対象といたしまして、
「当社による単元未満株式の買取・買増制度（＊1）」を
ご利用いただく際に従来当社で頂戴しておりました手
数料を無料化しておりますので、制度のご利用をご検
討くださいますようご案内申しあげます。お手続きの詳
細は下記までお問い合わせください。
　なお、ご所有の単元未満株式につき、株券の保管
振替制度をご利用の場合は、お取引の証券会社にて
お手続きいただくことになります。その際、証券保管振
替機構を通じた当社への単元未満株式買取・買増制
度をご利用の旨お申し出いただきますようお願い申し
あげます。（＊2）

単元未満株式の買取・買増について

（＊1）単元未満株式の買取・買増制度
　　① 買取制度： 株主様のご所有の単元未満株式を当社にて

買い取らせていただく制度
　　② 買増制度： 株主様のご所有の単元未満株式とあわせて1

単元となるべき単元未満株式の売渡しを当社
に請求していだく制度（例えば75株ご所有の
株主様は、当社に対し25株の売渡しを請求し
ていただくことになります。）

（＊2） お手続きに際し証券会社様にて若干のお取次料がかかる
場合がございますのでご了承ください。



D
ig

est D
a

ta
R

esu
lts &

 Ta
sks

Fin
a

n
cia

l D
a

ta
G

ro
u

p
 C

o
m

p
a

n
ies

To
p

ics
C

o
rp

o
ra

te P
ro

file

1 2

Top Message
ごあいさつ

Corporate Vision
【企業理念】

JFEグループは、常に世界最高の技術をもって

社会に貢献します。

【行動規範】

挑戦。      柔軟。      誠実。

Group Name
【グループ名称の意味】

「J」は日本（Japan）、「F」は鉄鋼（鉄の元素記号Fe）、

「E」はエンジニアリング（Engineering）を意味し、

鉄鋼とエンジニアリングをコア事業とした「日本

を代表する未来志向の企業グループ」（Japan 

Future Enterprise）であることを表しております。

Corporate Symbol
【シンボルマークの意味】

形： 無限に回転し続ける球体は、あらゆる顧客と

の接点を広く求め、コミュニケーションを深

めていくことを意味しております。

色： ブルーは信頼・奥深さを意味し、地球規模で

活動していく企業、宇宙・空といった無限で

広大な企業イメージを表現しております。
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工場見学会のご案内

株主優待制度新設に関するご案内

JFE21世紀財団による社会貢献活動

　株主の皆様におかれましては、ますますご清栄のこととお喜び申しあげます。
　また、平素より温かいご支援、ご理解を賜り、心から御礼申しあげます。
　JFEグループは発足以来、鉄鋼とエンジニアリングをコア事業とする世界有数
の企業グループとして、持続的な成長が望める体制づくりに邁進し、グループ全
体の収益拡大に努めてまいりました。この結果、昨年3月に策定した第2次中期経
営計画の初年度である平成18年度の収益は、計画を上回るペースで進捗し、連結
経常利益は5,135億円、当期純利益は2,996億円を記録いたしました。
　当期末の剰余金の配当につきましては、グループ全体として持続性のある高収
益体質の確立を図り、成長に向けた投資への対応と財務体質の改善を行ないつ
つ、積極的に配当を行なうという基本方針に基づき、第2次中期経営計画の進捗
を考慮し、1株当たり70円とさせていただきました。中間配当として1株当たり50円
をお支払いいたしましたので、年間の剰余金の配当は1株当たり120円となりまし
たことをご報告申しあげます。
　当社の企業経営を取り巻く環境は、近年急激な変貌を遂げつつあります。
　鉄鋼業では、世界的規模での再編の動きの活発化や、アジアを中心とした鉄鋼
需要の急成長に加え、原料価格の大幅な高騰、鉄鋼市場の二極化の進展等大き
な変化を迎えつつあります。またエンジニアリング事業でも、公共事業削減が継続
される一方、環境・エネルギー・リサイクル分野で新たなビジネス機会が生まれる
など、大きな変革期を迎えております。
　加えて、コーポレートガバナンス、コンプライアンスの強化、環境問題への貢献
等、企業としての社会的責任を果たすための様 な々課題に直面しており、安定的
な高収益体制の確立と並行して、こうした取り組みも着実に推進することにより、
企業価値・株主共同の利益を維持・向上するよう努めてまいります。
　JFEグループは、株主の皆様をはじめとする多くのステークホルダーの皆様と
の関わりの中で企業活動を展開してまいりました。今後とも、皆様のご協力を得な
がら、企業としての持続的成長を図り企業価値を高めていく所存ですので、なお
一層のご理解をいただくとともに、ご指導ご支援賜りますようお願い申しあげます。

◆ 当社株式の大規模な買付行為に
関する対応方針について  4



第3期
（平成16年度）

第4期
（平成17年度）

売上高

第5期
（平成18年度）

（単位：億円）

32,604
30,983

28,036

第3期
（平成16年度）

第4期
（平成17年度）

第5期
（平成18年度）

2,996
3,259

1,600

第3期
（平成16年度）

第4期
（平成17年度）

第5期
（平成18年度）

38,721
36,30336,563

第3期
（平成16年度）

第4期
（平成17年度）

（平成16年度） （平成17年度）

第5期
（平成18年度）

11,80511,628
14,467

第3期
（平成16年度）

第4期
（平成17年度）

第5期
（平成18年度）

5,1355,173
4,606

経常利益 （単位：億円）

純利益 （単位：億円）

総資産 （単位：億円）

借入金・社債等残高 （単位：億円）

第5期
（平成18年度）

15,396
13,103

9,686

（単位：億円）株主資本（純資産）
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Digest Data
連結財務ハイライト

連結業績の推移

※1 ROS＝経常利益／売上高
※2 ROA＝（経常利益＋支払利息）／総資産
※3 D/Eレシオ＝借入金・社債等残高／自己資本

Policy Toward Large-scale Purchases of JFE Shares

 

経営成績 財務指標

 5,039億円

営業利益
 

ROS※1

 15.8%
 

D/Eレシオ※3

 78.6%
 

　ROA※2

 14.1%
 

自己資本比率

 38.8%

当社株式の大規模な買付行為に関する対応方針について

当社は、本年3月開催の取締役会において、「当社株式の大規模な買付行為に関する対応方針」（以下
「本対応方針」）を導入することを決議しました。さらに、本年の定時株主総会において、その2年間の
継続について株主の皆様のご承認をいただいております。

■ 当社は、経営支配権の異動は、企業活動・経済の活性化にとって有効な手段の一つであり、当社株
式の大規模買付行為が開始された場合において、これを受け入れるかどうかは、原則として、株主
の皆様の判断に委ねられるべきものと考えます。

■ しかしながら、大規模買付行為またはこれに関する提案については、株主の皆様が、当該大規模買
付行為または提案の企業価値および株主共同の利益への影響を慎重に判断する必要があると認識
しております。

■ そのためには、大規模買付者および当社取締役会の双方から、株主の皆様に必要かつ十分な情報・
意見・提案などの提供と、それらを検討するための必要かつ十分な時間を確保することといたします。

（1）基本方針

① 当社取締役会は、当社株式の大規模買付ルールを設定し、大規模買付者に対して大規模買付ルー
ルの遵守を求めます。

②大規模買付者がこの大規模買付ルールを遵守しない場合、あるいは遵守した場合でも

・大規模買付行為が当社に回復しがたい損害をもたらすことが明らかであるとき、または

・企業価値および株主共同の利益を著しく損なうとき

　には、当社取締役会として、大規模買付行為を抑止するための対抗措置をとることがあります。

③ なお、大規模買付行為の企業価値および株主共同の利益への影響、ならびに本対応方針に基づく
対抗措置の発動に関する取締役会判断の透明性・客観性・公正性・合理性を担保するため、社外取
締役等を中心とする特別委員会を設置しております。

詳細については、弊社ホームページ（http：//www.jfe-holdings.co.jp/）をご参照ください。

（2）本対応方針の概要
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Results & Tasks
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グループの業績と課題

　JFEスチール株式会社につきましては、前期に行なっておりました汎用品を中心とした需
給改善のための減産の収束に加え、高級品を中心に拡販にも努めたことから、当期の粗鋼
生産量は3,283万トンと、前期に比べ増加いたしました。
　売上高につきましては、販売数量の増加に加え、グループ会社の売上拡大が貢献し、連結
売上高は2兆9,251億円と、前期に比べ増収となりました。
　経常利益につきましては、当期は前期にあった原料評価差額の益がなくなったことや、当
期の第1四半期における輸出販売価格の一時的な低下等の減益要因がありましたものの、
販売数量の拡大やコスト削減に努めましたことから、連結経常利益は前期並みの5,039億円
となりました。
　JFEエンジニアリング株式会社は、公共工事の縮減など厳しい事業環境の中、連結受注
高2,751億円、連結売上高2,921億円と前期に比べ減収となったものの、固定費を中心とする
コスト削減および事業の選択と集中による利益率改善などにより連結経常利益は58億円と
前期に比べ増益となりました。
　JFE都市開発株式会社は、横浜山の内開発事業の売上実現により、連結売上高は343億
円、連結経常利益は36億円と前期に比べ増収・増益となりました。
　川崎マイクロエレクトロニクス株式会社は、液晶パネル向け製品の販売価格が下落し、連
結売上高は443億円、連結経常利益は5億円と前期に比べ減収・減益となりました。
　JFE技研株式会社は、主としてJFEスチール株式会社およびJFEエンジニアリング株式会
社からの各種受託研究および次世代技術に関する研究開発に積極的に取り組んでまいりま
した。
　以上の結果、当社単体業績等と合わせ、当期における連結売上高は3兆2,604億円、連結
営業利益は5,039億円、連結経常利益は5,135億円、連結での税金等調整前当期純利益は
5,086億円、連結当期純利益は2,996億円となりました。

　JFEグループを取り巻く事業環境は、厳しさを増す市場競争での生き残りをかけて、M＆
Aなどを通じた巨大企業化やグローバルな業界再編成が世界中で進展し、また米国景気や、
中国の通貨動向等、為替・金利の動向は一段と不透明感を増しつつあります。　
　JFEグループは、昨年策定いたしました第2次中期経営計画において、平成20年までの3年
間を世界的視野での成長・飛躍のための基盤固めの時期と位置づけて、安定的な高収益体
質の確立、戦略的投資への柔軟かつ果敢な対応と研究開発体制の強化、CSRの推進とコー
ポレートガバナンスの確立、財務体質の改善、および積極的な株主還元、を基本方針として
取り組み、企業価値の増大を図ってまいります。
　各事業会社におきましては、事業の特性に応じた諸施策を展開してまいります。　
　JFEスチール株式会社におきましては、第一に、世界トップレベルの技術開発力を維持・向

上させるとともに、国内外のアライアンス先との関係強化、国内生産基盤の強化等を
図ることで、高付加価値商品の拡大と安定的な生産体制の確立を図ります。第二に、
競争力強化のための設備基盤整備、人材育成・技能伝承、労働生産性向上、更なるコ
スト競争力強化に取り組み、グループ全体としての収益力強化を図ります。第三に、ア
ジアを中心とする高級鋼材需要の伸長を捉え、成長のためのビジネスチャンスに迅
速な対応が図れる体制を整備してまいります。
　JFEエンジニアリング株式会社におきましては、各事業分野におけるトップクラス
の高収益構造の実現を目指し、「事業の選択と集中」を強力に推進するとともに、固定
費の大幅削減による損益分岐点の引き下げを行なってまいります。さらに、民間や海
外を中心とした環境エネルギー複合分野や環境リサイクル事業について一層の業容
拡大を図り、今後の成長基盤を着実に構築してまいります。
　JFE都市開発株式会社におきましては、グループ保有不動産の価値増大を図るた
めの開発事業を引き続き推進するとともに、中堅デベロッパーとして市場での高い評
価を確立し、持続的な成長を目指してまいります。
　川崎マイクロエレクトロニクス株式会社におきましては、液晶パネル分野を中心に
競争力を強化するとともに、通信機器分野等の開拓を引き続き進めてまいります。
　JFE技研株式会社におきましては、各事業会社からの受託研究の早期完遂を通じ
てグループの収益向上に貢献するとともに、中期的視点でのグループの企業価値向
上に向けて次世代技術の開発に取り組んでまいります。
　このようにグループの経営課題を着実に実行していくために当社は、株主利益に
適うグループ経営および健全なコーポレートガバナンスの要として、その機能を充実
していくとともに一層効率的な運営を図ってまいります。
　なお、JFEエンジニアリング株式会社は、国土交通省および旧日本道路公団が発
注する鋼橋上部工事の入札に関し、川鉄橋梁鉄構株式会社は国土交通省が発注す
る鋼橋上部工事の入札に関し、昨年11月、独占禁止法違反により東京高等裁判所か
ら罰金の支払を命じる判決を受けました。
　また、JFEエンジニアリング株式会社は、し尿処理施設建設工事に関し本年1月、
水門建設工事に関し同年3月、公正取引委員会から独占禁止法の課徴金の納付命令
を受けました。同社は、し尿処理施設建設工事に関し本年5月、独占禁止法違反によ
り大阪地方裁判所から罰金の支払を命じる判決を受けました。なお、同社は、ごみ焼
却施設建設工事に関し、昨年6月、独占禁止法違反を認定した排除措置命令を命じ
る公正取引委員会の審決を受けましたが、同年7月、東京高等裁判所に対し、審決取
消を求める訴えを提起しており、本年3月、公正取引委員会から課徴金の納付命令を
受けましたが、同年4月、審判手続の開始を請求しております。
　JFEグループは、コンプライアンス、環境、安全等への取り組みをより一層強化し、経
営の根幹にCSR（企業の社会的責任）を据えた事業活動を推進することにより、真に21
世紀のエクセレントカンパニー集団として更なる発展を図ってまいる所存でございます。

当期のグループ業績

対処すべき課題
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財務諸表（連結）

連結貸借対照表（単位：百万円）

科 目 前　　期
（平成18年3月31日現在）

当　　期
（平成19年3月31日現在）

Financial Data

連結貸借対照表（単位：百万円）

科 目 前　　期
（平成18年3月31日現在）

当　　期
（平成19年3月31日現在）

A

自 平成17年4月1日
至 平成18年3月31日

前　　期
（ 　　　  ）

当　　期
自 平成18年4月1日
至 平成19年3月31日（ 　　　  ）

B

C

D

E

A 借入金・社債等残高
借入金・社債等残高は前期に比べ177億円増加
し、1兆1,805億円となりました。

B 売上高
鉄鋼事業で1,712億円の増収、エンジニアリング
事業で139億円の減収、都市開発事業で57億円
の増収、LSI事業で18億円の減収等により、連結
売上高は1,620億円の増収となりました。

C 経常利益
鉄鋼事業で67億円の減益、エンジニアリング事
業で49億円の増益、都市開発事業で8億円の増
益、LSI事業で15億円の減益等により、連結経常
利益は37億円の減益となりました。

D 特別損失
当期の特別損失は、固定資産関係損49億円等で
あります。

E 当期純利益
当期純利益は263億円の減益となりました。

（資産の部）
　流動資産

　　　現金及び預金

　　　受取手形及び売掛金

　　　棚卸資産

　　　繰延税金資産

　　　その他

　　　貸倒引当金

　固定資産

　　有形固定資産

　　　建物及び構築物

　　　機械装置及び運搬具

　　　土地

　　　建設仮勘定

　　　その他

　　無形固定資産

　　投資その他の資産

　　　投資有価証券

　　　繰延税金資産

　　　その他

　　　貸倒引当金

　繰延資産

1,164,847

32,567

477,663

545,878

43,630

66,714

△1,607

2,464,367

1,827,342

476,071

749,555

514,251

64,452

23,011

71,318

565,707

451,575

32,471

89,784

△8,124

1,106 （純資産の部）
　株主資本
　　資本金
　　資本剰余金
　　利益剰余金
　　自己株式
　評価・換算差額等
　　その他有価証券評価差額金
　　繰延ヘッジ損益
　　土地再評価差額金
　　為替換算調整勘定
　少数株主持分
　純資産合計
　負債純資産合計

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

（負債の部）
　流動負債
　　支払手形及び買掛金
　　短期借入金
　　コマーシャル・ペーパー
　　一年内償還社債
　　未払法人税等
　　その他
　固定負債
　　社債
　　新株予約権付社債
　　長期借入金
　　繰延税金負債
　　再評価に係る繰延税金負債
　　退職給付引当金
　　特別修繕引当金
　　その他
　負債合計

1,119,979
396,396
226,501

－
70,000
82,465

344,615
1,162,350

360,000
100,000
406,356

－
－

156,427
47,117
92,448

2,282,330

連結損益計算書（単位：百万円）

科 目

　　売上高

　　売上原価

　売上総利益

　　販売費及び一般管理費

　営業利益

　　営業外収益

　　営業外費用

　経常利益

　特別利益

　特別損失

　税金等調整前当期純利益

　　法人税、住民税及び事業税

　　法人税等調整額

　　少数株主損益

　当期純利益

3,098,374

△2,284,855

813,519

△296,347

517,171

54,371

△54,229

517,313

20,726

△28,779

509,261

△179,791

428

△3,901

325,996

資産合計 3,630,322

（少数株主持分）
　少数株主持分 37,609

（資本の部）
　資本金
　資本剰余金
　利益剰余金
　土地再評価差額金
　その他有価証券評価差額金
　為替換算調整勘定
　自己株式
　資本合計
　負債、少数株主持分及び資本合計

100,000
610,403
502,943

5,599
117,602
△21,907
△4,260

1,310,381
3,630,322

連結キャッシュ・フロー計算書（単位：百万円）

科 目
前　　期 当　　期

自 平成18年4月1日
至 平成19年3月31日（ 　　　　  ）

営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

現金及び現金同等物に係る換算差額

現金及び現金同等物の増減額

現金及び現金同等物の期首残高

連結範囲の変更による増減額

現金及び現金同等物の期末残高

401,973

△116,224

△316,127

3,125

△27,253

59,866

△148

32,464

自 平成17年4月1日
至 平成18年3月31日（ 　　　　  ）

当期のキャッシュ・フロー

営業活動によるキャッシュ・フローが
4,176億円の収入であったのに対し、
投資活動によるキャッシュ・フローは
固定資産の取得を中心として2,927億
円の支出であったことから、これらを
合計したフリー・キャッシュ・フローは
1,249億円の収入となりました。また、
財務活動によるキャッシュ・フローは、
配当金の支払等を行なったことから、
1,133億円の支出となりました。

1,266,919

45,170

530,164

582,015

44,907

65,769

△1,108

2,605,121

1,816,514

464,983

770,239

508,868

45,848

26,574

69,437

719,169

618,307

12,763

98,972

△10,874

100

1,243,774
435,220
188,081

62,937
130,000

74,917
352,617

1,088,746
230,000

17,612
551,902

10,968
14,492

152,303
40,954
70,511

2,332,520

1,381,164
142,334
652,820
713,381
△127,372

119,929
132,985

920
5,713

△19,689
38,527

1,539,621
3,872,142

3,260,447

△2,449,824

810,623

△306,685

503,938

62,536

△52,954

513,520

5,981

△10,861

508,640

△191,293

△15,537

△2,127

299,683

417,645

△292,750

△113,304

98

11,688

32,464

907

45,0613,872,142

－
－
－
－
－
－
－
－
－

－

※当期より、固定負債の「繰延税金負債」および「再評価に係る繰延税金負債」について区分表示しております。
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財務諸表（連結）

事業の種類別セグメント情報（単位：百万円） 自 平成18年4月1日
至 平成19年3月31日（　　　　　 ）

外部顧客に対する売上高

セグメント間の内部売上高
又は振替高

売 上 高 計

営 業 費 用

営 業 利 益

経 常 利 益

鉄鋼事業 エンジニア
リング事業 LSI事業 計 連結都市開発

事業
消去又は
全社

CO LU M N 1

　株主の皆様に当社へのご理解を一層深めていただけるよう、昨年に引き続き、工場見学会ならびに会社概
況説明会を開催いたします。今回は、JFEスチール（株）東日本製鉄所（京浜地区・千葉地区）、西日本製鉄所（倉
敷地区・福山地区）をご覧いただきます。

工場見学会のご案内 

平成19年3月31日現在、当社株式100株以
上をご所有の株主様（同伴者1名まで可）
※お子様の同伴は小学生以上とさせてい
ただきます。

対 象 者

1お問い合わせ先
（工場見学会専用）

JFEホールディングス（株）
株主名簿管理人
みずほ信託銀行（株）　 証券代行部

9：00~17：00（土・日、祝祭日を除く）
0120-300-676

無料
（但し、集合・解散場所までの往復交通費
は各自のご負担とさせていただきます）

参 加 費

同封のはがきをご返送いただくか、当社
ホームページ（アドレスhttp://www.jfe-
holdings.co.jp/）からインターネットを通
じて、ご応募ください。

応募方法

東日本製鉄所：各回135名様（同伴者含む）
西日本製鉄所：
　　倉敷地区  各回100名様（同伴者含む）
　　福山地区  各回   90名様（同伴者含む）
（お申し込み多数の場合は抽選とさせてい
ただきます。抽選結果につきましては、別
途ご連絡（平成19年8月下旬頃）させてい
ただきます。なお、前回同様定員を大きく
上回るお申し込みがあることが予想されま
す。予め、ご承知おきくださいますようお願
い申しあげます。）

募集人数

軽食とお飲み物を用意させていただきます。昼 食

平成19年7月20日（金）（当日消印有効）締 切 日

（千葉地区）
第1回（申込番号①）平成19年11月16日（金） 9:15～14:30頃
第2回（申込番号②）平成19年11月16日（金） 12:00～17:15頃
第3回（申込番号③）平成19年11月17日（土） 9:15～14:30頃
第4回（申込番号④）平成19年11月17日（土） 12:00～17:15頃
（京浜地区）
第1回（申込番号⑤）平成19年10月12日（金） 9:15～14:50頃
第2回（申込番号⑥）平成19年10月12日（金） 12:00～17:45頃
第3回（申込番号⑦）平成19年10月13日（土） 9:15～14:50頃
第4回（申込番号⑧）平成19年10月13日（土） 12:00～17:45頃

実施日時

※ご応募により当社が取得する個人情報は、本工場見学会を実施する上で必要な限りにおいて使用いたします。

JFEホールディングス本社
（申込番号①、②、⑤、⑥の回）
JFEスチール本社
（申込番号③、④、⑦、⑧の回）
※会社概況説明後、バスにて各製鉄所
に移動し、製鉄所内をご見学いただ
きます。

集合場所

JR東京駅周辺
（千葉地区の場合はJR蘇我駅、京浜地区の
場合はJR川崎駅での途中下車が可能です）

解散場所

（倉敷地区）
第1回（申込番号⑨）平成19年11月15日（木）  8:45～14:00頃
第2回（申込番号⑩）平成19年11月15日（木）10:45～16:00頃
（福山地区）
第1回（申込番号⑪）平成19年11月14日（水）  9:00～14:00頃
第2回（申込番号⑫）平成19年11月14日（水）10:00～15:00頃

実施日時

◎西日本製鉄所工場見学会の概要

集合場所・
解散場所

◎東日本製鉄所工場見学会の概要

2,903,196

21,914

2,925,110

2,425,199

499,911

503,945

279,991

12,171

292,163

294,137

△1,974

5,882

32,921

1,400

34,322

30,379

3,942

3,655

44,338

̶

44,338

43,490

847

514

3,260,447

35,487

3,295,934

2,793,207

502,727

513,997

̶

△35,487

△35,487

△36,697

1,210

△476

3,260,447

̶

3,260,447

2,756,509

503,938

513,520

（倉敷地区）
JR新倉敷駅北口　または
西日本製鉄所倉敷地区見学センター（駐
車場有り）
（福山地区）
JR福山駅北口　または
西日本製鉄所福山地区PR室／健保会館
（駐車場有り）

連結株主資本等変動計算書（単位：百万円）

項 目

　平成18年3月31日残高
　連結会計年度中の変動額
　　新株の発行
　　利益処分による剰余金の配当
　　剰余金の配当
　　利益処分による役員賞与
　　当期純利益
　　自己株式の取得
　　自己株式の処分
　　連結範囲変更による増加
　　連結範囲変更による減少
　　土地再評価差額金
　　取崩による減少
　　タイ国関係会社の資産
　　再評価益取崩による減少
　　株主資本以外の項目の連結
　　会計年度中の変動額（純額）
連結会計年度中の変動額合計
平成19年3月31日残高

自 平成18年4月1日
至 平成19年3月31日（　　　　　 ）

株 主 資 本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計
評価・
換算差額等 少数株主持分 純資産合計

100,000

42,334

42,334

142,334

1,347,991

84,644

△58,555

△29,269

△897

299,683

△123,392

387

132

△17

△113

△523

19,552

191,629

1,539,621

610,403

42,310

106

42,417

652,820

502,943

△58,555

△29,269

△897

299,683

132

△17

△113

△523

210,437

713,381

△4,260

△123,392

280

△123,112

△127,372

1,209,087

84,644

△58,555

△29,269

△897

299,683

△123,392

387

132

△17

△113

△523

̶

172,076

1,381,164

101,294

18,635

18,635

119,929

37,609

917

917

38,527
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財務諸表（単独）

貸借対照表（単位：百万円）

科 目 前　　期
（平成18年3月31日現在）

（資産の部）

　流動資産

　　　現金及び預金

　　　営業未収入金

　　　短期貸付金

　　　繰延税金資産

　　　未収入金

　　　その他

　固定資産

　　有形固定資産

　　　建物

　　　車両運搬具

　　　工具、器具及び備品

　　　建設仮勘定

　　無形固定資産

　　　特許権

　　　商標権

　　　ソフトウェア

　　投資その他の資産

　　　関係会社株式及び出資金

　　　出資金

　　　長期貸付金

　　　長期前払費用

　　　繰延税金資産

　　　その他

　繰延資産

　　　創立費

219,042

975

426

157,800

102

59,626

112

1,283,855

87

64

0

21

－

87

12

62

12

1,283,680

824,425

－

459,042

0

8

203

30

30

当　　期
（平成19年3月31日現在）

科 目 前　　期
（平成18年3月31日現在）

（負債の部）
　流動負債
　　短期借入金
　　コマーシャル・ペーパー
　　一年内償還社債
　　未払金
　　未払費用
　　未払法人税等
　　前受金
　　預り金
　　取締役・監査役賞与引当金
　固定負債 
　　社債
　　新株予約権付社債
　　長期借入金
　　社債発行差金
　　取締役・監査役退職慰労引当金
　　執行役員退職慰労引当金
　　その他
　負債合計

143,862
100,000

－
－

5,800
974

36,088
－

999
－

416,598
140,000
100,000
175,000

1,598
－
－
－

560,461

当　　期
（平成19年3月31日現在）

（資本の部）
　資本金
　資本剰余金
　　資本準備金
　　その他資本剰余金
　利益剰余金
　　当期未処分利益
　自己株式
　資本合計
　負債及び資本合計

100,000
725,591
725,458

132
121,130
121,130
△4,254
942,467

1,502,928

損益計算書（単位：百万円）

科 目

　　営業収益
　　営業費用
　営業利益
　　営業外収益
　　営業外費用
　経常利益
　特別損失
　税引前当期純利益
　　法人税、住民税及び事業税
　　法人税等調整額
　当期純利益
　前期繰越利益
　当期未処分利益

114,342
△7,009
107,333

0
△30

107,303
△19

107,283
△296
△176

106,810
14,319

121,130

自 平成17年4月1日  
至 平成18年3月31日

前　　期
（ ）

当　　期
自 平成18年4月1日  
至 平成19年3月31日（ ）

Financial Data

（純資産の部）
　株主資本
　　資本金
　　資本剰余金
　　　資本準備金
　　　その他資本剰余金
　　　　自己株式処分差益
　　利益剰余金
　　　その他利益剰余金
　　　　繰越利益剰余金
　　自己株式
　純資産合計
　負債純資産合計

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

株主資本等変動計算書（単位：百万円）

平成18年3月31日残高
当会計年度中の変動額
　新株の発行
　利益処分による剰余金の配当
　剰余金の配当
　利益処分による役員賞与
　当期純利益
　自己株式の取得
　自己株式の処分
当会計年度中の変動額合計
平成19年3月31日残高

自 平成18年4月1日
至 平成19年3月31日（　　　　　 ）

株 主 資 本
資本剰余金

自己株式 株主資本合計

100,000

42,334

42,334
142,334

302,442
△10,863

291,578
－

△30
291,548

－
291,548
△217

150
291,481

－
－

443,974

446

1,678

373,244

140

67,570

894

　1,416,260

76

56

0

15

5

68

10

54

4

1,416,114

824,425

4

591,355

9

120

198

－

－

156,224
30,000
62,937
30,000

1,563
1,451

28,365
4

1,758
143

596,388
130,000

17,612
448,500

－
146

85
44

752,612

1,107,621
142,334
768,008
767,768

239
239

324,646
324,646
324,646
△127,366
1,107,621
1,860,234

－
－
－
－
－
－
－
－
－

725,458

42,310

42,310
767,768

121,130

△58,555
△29,269
△140

291,481

203,515
324,646

△4,254

△123,392
280

△123,112
△127,366

132

106
106
239

942,467

84,644
△58,555
△29,269
△140

291,481
△123,392

387
165,154

1,107,621

資本金
資本準備金 その他資本剰余金

その他利益剰余金
利益剰余金

繰越利益剰余金

　資産合計 1,502,928 1,860,234



1,521名（平成19年3月31日現在＊単独）

53名（平成19年3月31日現在＊単独）

607名（平成19年3月31日現在＊単独）

142名（平成19年3月31日現在＊単独）

D
ig

est D
a

ta

エネルギーエンジニアリング、環境エンジニアリング、水エンジニアリング、
鋼構造・機械システム、船舶・海洋等のエンジニアリング事業、
製鉄エンジニアリング、廃棄物リサイクルサービス

東京都千代田区神田鍛冶町三丁目6番3号

東京都千代田区丸の内一丁目5番1号

14,231名（平成19年3月31日現在＊単独）

※JFE環境ソリューションズ（株）は、JFEプラント＆サービス（株）が平成18年10月1日に商号を変更したものであります。

　JFEグループは、各事業特性に応じ最適な戦略を遂行できる業務執行体制を構築するため、事業分野毎に会社組織

を有する持株会社制度を導入しております。

　持株会社である当社は、全グループの戦略機能を担い、全グループのリスク管理と対外説明責任を負うスリムな

グループ本社としての業務を遂行いたします。

JFEスチール株式会社

JFEエンジニアリング株式会社

JFE都市開発株式会社

川崎マイクロエレクトロニクス株式会社

JFE技研株式会社

Group Companies
JFEグループの概要

●JFE環境ソリューションズ（株）

電力・用役
○瀬戸内共同火力（株）
○（株）JFEサンソセンター
化学
●JFEケミカル（株）
サービス一般・管財
●JFEライフ（株）
商社
○JFE商事ホールディングス（株）

鋼材加工・加工製品
●JFE建材（株）
●JFE鋼板（株）
●JFEコンテイナー（株）
●JFE鋼管（株）
●JFE継手（株）
●リバースチール（株）
○日本鋳造（株）
流通加工
●JFE鋼材（株）
●（株）JFE甲南スチールセンター
設備・工事
●JFEシビル（株）
●JFEメカニカル（株）
●JFE電制（株）

鉄溝・仮設
●川鉄橋梁鉄構（株）
○ジェコス（株）
物流・作業
●JFE物流（株）
知財・技術情報・試験・分析
●JFEテクノリサーチ（株）
情報システム
●JFEシステムズ（株）
○（株）エクサ
海外出資会社
●広州JFE鋼板有限公司
●タイ・コーテッド・スチール・シート・カンパニー・リミテッド
○東国製鋼（株）
○タイ・コールド・ロールド・スチール・シート・パブリック・カンパニー・リミテッド
○カリフォルニア・スチール・インダストリーズ・インク

資源・原材料
●JFE精密（株）
●JFEミネラル（株）
●水島合金鉄（株）
●JFE炉材（株）
電炉・条鋼
●JFE条鋼（株）
●ダイワスチール（株）
●豊平製鋼（株）
●東北スチール（株）

※当期より、（株）JFE甲南スチールセンターおよび東国製鋼（株）を主要な関係会社として記載しております。

13 14
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CO LU M N 2

【株主優待制度の内容】

Group Companies
JFEグループ事業会社の状況

《JFEスチール株式会社》連結貸借対照表（単位：百万円）

科 目 前　　期
（平成18年3月31日現在）

（資産の部）

流動資産

　　現金及び預金

　　受取手形及び売掛金

　　棚卸資産

　　繰延税金資産

　　その他

　　貸倒引当金

固定資産

　有形固定資産

　　建物及び構築物

　　機械装置及び運搬具

　　土地

　　建設仮勘定

　　その他

　無形固定資産

　投資その他の資産

　　投資有価証券

　　繰延税金資産　

　　その他

　　貸倒引当金

繰延資産

資産合計

1,013,713

19,554

355,381

488,184

38,540

113,192

△1,140

2,289,653

1,750,214

446,833

727,460

493,872

63,483

18,565

66,747

472,690

373,855

29,052

71,903

△2,121

1,106

3,304,473

当　　期
（平成19年3月31日現在）

（純資産の部）
株主資本
　資本金
　資本剰余金
　利益剰余金
評価・換算差額等
　その他有価証券評価差額金
　繰延ヘッジ損益
　土地再評価差額金
　為替換算調整勘定
少数株主持分
純資産合計
負債純資産合計

239,644
383,146
370,268

5,599
97,456
△21,984

1,074,130
3,304,473

科 目 前　　期
（平成18年3月31日現在）

当　　期
（平成19年3月31日現在）

　　売上高

　　売上原価

　売上総利益　　

　　販売費及び一般管理費

　営業利益

　　営業外収益

　　営業外費用

　経常利益

　特別利益

　特別損失

　税金等調整前当期純利益

　　法人税、住民税及び事業税

　　法人税等調整額

　　少数株主損益

　当期純利益

2,753,864

△1,993,369

760,494

△246,703

513,791

46,316

△49,399

510,709

19,739

△11,625

518,823

△182,471

2,847

△3,789

335,409

科 目

《JFEスチール株式会社》連結損益計算書（単位：百万円）

前　　期
自 平成17年4月1日  
至 平成18年3月31日（ ）

当　　期
自 平成18年4月1日  
至 平成19年3月31日（ ）

（負債の部）
流動負債
　支払手形及び買掛金
　短期借入金
　一年内償還社債
　その他
固定負債
　社債
　長期借入金
　繰延税金負債
　再評価に係る繰延税金負債
　退職給付引当金
　特別修繕引当金
　その他
負債合計

1,021,396
313,126
247,316

70,000
390,953

1,174,031
220,000
687,914

－
－

132,457
47,117
86,541

2,195,427

（少数株主持分）
少数株主持分 34,914

（資本の部）
資本金
資本剰余金
利益剰余金
土地再評価差額金
その他有価証券評価差額金
為替換算調整勘定
資本合計
負債、少数株主持分及び資本合計

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

　当社では、株主の皆様からの日頃のご支
援にお応えするとともに、当社株式への投資
魅力を高め、中・長期的に保有していただけ
る株主様の増加を図ることを目的として、株
主優待制度を新設いたします。

株主優待制度新設に関するご案内

1

2

3

対象株主様
毎年3月31日の最終の当社株主名簿および実
質株主名簿に記載または記録された1単元
（100株）以上の株式を保有いただいている株
主様を対象といたします。
（後日お送りいたしますお申込書によりお申し
込みいただいたご希望者様に限ります。）

優待の内容
当社グループ「JFEライフ（株）」にて、生産・販
売しております無農薬清浄野菜「エコ作」を贈
呈いたします。（市価・送料込約2,000～2,500
円程度）

贈呈時期
ご案内状をお送りし（7月予定）、お申し込み
いただいた株主様に『エコ作』をお送りいたし
ます。【生野菜であり生産能力の関係もござ
いますので、時期につきましては1年内（当年9
月～翌年9月）のいずれかで、各株主様毎に当
方で指定させていただいた時期とさせていた
だきます。】

1,135,386

24,857

426,917

524,360

36,610

123,608

△968

2,427,246

1,743,021

436,709

750,230

489,451

44,417

22,212

64,998

619,227

529,530

11,656

81,609

△3,568

100

3,562,734

1,369,229
361,184
496,384
100,000
411,661

1,063,859
100,000
704,831

8,159
14,492

129,517
40,954
65,903

2,433,089

996,841
239,644
383,146
374,050

97,026
110,178

939
5,713

△19,804
35,776

1,129,645
3,562,734

－
－
－
－
－
－
－
－

－

2,925,110

△2,164,265

760,845

△260,934

499,911

54,136

△50,103

503,945

5,981

△7,241

502,684

△189,393

△15,430

△1,962

295,898

※当期より、固定負債の「繰延税金負債」および「再評価に係る繰延税金負債」について区分表示しております。
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科 目

CO LU M N 3

Group Companies
JFEグループ事業会社の状況

《JFEエンジニアリング株式会社》連結貸借対照表（単位：百万円）

科 目 前　　期
（平成18年3月31日現在）

（資産の部）

流動資産   

　　現金及び預金

　　受取手形・完成工事未収入金等

　　未成工事支出金等

　　繰延税金資産

　　その他

　　貸倒引当金

固定資産

　有形固定資産 

　　建物及び構築物

　　機械装置及び運搬具

　　土地

　　建設仮勘定

　　その他

　無形固定資産

　投資その他の資産

　　投資有価証券

　　繰延税金資産

　　その他

　　貸倒引当金

   

資産合計

200,610

10,816

122,103

37,899

4,376

25,954

△540

137,364

49,068

18,225

18,873

10,478

513

977

1,983

86,312

75,900

2,668

13,643

△5,900

337,975

当　　期
（平成19年3月31日現在）

科 目 前　　期
（平成18年3月31日現在）

（資本の部）

資本金
資本剰余金
利益剰余金
その他有価証券評価差額金

資本合計

負債、少数株主持分及び資本合計

10,000
40,751
19,355
19,013

89,119

337,975

当　　期
（平成19年3月31日現在）

　完成工事高

　完成工事原価

完成工事総利益

　販売費及び一般管理費

営業損益

　営業外収益

　営業外費用 

経常利益

特別利益

特別損失

税金等調整前当期純利益

　法人税、住民税及び事業税

　法人税等調整額

　少数株主損益

当期純損益

306,080

△273,029

33,051

△36,428

△3,377

8,299

△3,994

928

537

△16,299

△14,833

4,056

△1,697

△151

△12,625

《JFEエンジニアリング株式会社》連結損益計算書（単位：百万円）

前　　期
自 平成17年4月1日  
至 平成18年3月31日（ ）

JFE都市開発 株式会社

連 結 売 上 高
連結経常利益

28,590
2,810

川崎マイクロエレクトロニクス 株式会社

連 結 売 上 高
連結経常利益

46,172
2,022

当　　期
自 平成18年4月1日  
至 平成19年3月31日（ ）

前　　期
自 平成17年4月1日  
至 平成18年3月31日（ ）

当　　期
自 平成18年4月1日  
至 平成19年3月31日（ ）

前　　期
自 平成17年4月1日  
至 平成18年3月31日（ ）

当　　期
自 平成18年4月1日  
至 平成19年3月31日（ ）

　財団法人JFE21世紀財団は、平成2年に設立
された旧「川鉄21世紀財団」を改称し、その設
立趣旨「社会に開かれた存在をめざし社会と
の共存共栄をいっそう進める」と目的「21世紀
鉄鋼（関連）産業の発展および鉄鋼に縁のあ
る地域の振興」を発展的に継承して、平成15
年4月にJFEグループの社会的貢献を担う財団
として誕生いたしました。同財団の本年度の
主な事業は以下のとおりです。

JFE21世紀財団による社会貢献活動

1

2

3

4

5

技術研究助成
日本の大学に所属する研究者の「鉄鋼技術研究」
「環境技術研究」25件に、1件あたり200万円、総
額5,000万円の研究資金を助成。（平成3年から
平成18年までの助成累計：318件・6.4億円）

アジア歴史研究助成
日本の大学に所属する研究者の「アジアの歴史
を対象とし、その研究成果が21世紀アジアに共
存共栄するための日本の産業と文化のVision構
築に資する研究」 7件に、1件あたり150万円、総
額1,050万円の研究資金を助成。（平成17年か
ら平成18年までの助成累計：15件・0.2億円）

鉄鋼に縁のある地域での文化イベント（8地域、
15イベント）に協賛。

海外子女文芸作品コンクール（主催：海外子女
教育振興財団、後援：外務省・文部科学省・NHK）
に「JFE21世紀財団賞」を設けて協賛し、その入
選優秀作品文集「地球に学ぶ」を鉄鋼に縁のあ
る地域の小中学校や公共図書館に寄贈。

大学の鉄鋼工学教育を振興し、工学系学生に鉄
鋼への関心と興味を醸成する目的で、鉄鋼現場
の最新技術や開発研究を記述した「大学教
材̶鉄鋼工学」2分冊とCD-ROMを製作し、全国
の国公・私立大学の工学部・工学系大学院に寄
贈。

（負債の部）

流動負債
　支払手形・工事未払金等
　短期借入金
　その他
固定負債
　長期借入金
　繰延税金負債
　退職給付引当金
　その他

負債合計

189,671
82,252
63,890
43,528

56,499
31,918
－

22,111
2,468

246,171

（少数株主持分）

少数株主持分 2,683

（純資産の部）

株主資本
　資本金
　資本剰余金
　利益剰余金
評価・換算差額等
　その他有価証券評価差額金
　繰延ヘッジ損益
　為替換算調整勘定
少数株主持分

純資産合計

負債純資産合計

－
－
－
－
－
－
－
－
－

－

－

34,322
3,655

44,338
514

（単位：百万円）

（単位：百万円）

180,674

12,153

105,281

37,329

7,529

18,628

△248

142,194

46,983

17,405

17,269

10,317

1,009

981

1,669

93,541

88,002

－

12,745

△7,206

322,868

173,066
70,776
57,745
44,544

52,915
26,677

3,155
20,667

2,415

225,981

292,163

△262,992

29,170

△31,144

△1,974

9,879

△2,023

5,882

59

△4,385

1,556

142

△62

△244

1,392

71,613
10,000
40,751
20,862

22,509
22,491
△18

36
2,763

96,886

322,868

－

－
－
－
－

－

－
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Topics
トピックス

【新設備の概要】
1．西日本製鉄所（福山地区）第4溶融亜鉛鍍金ライン
　（1）生産能力：5万トン／月
　（2）稼動時期：平成19年3月
　（3）投 資 額：約180億円
2．東日本製鉄所（京浜地区）連続式酸洗設備
　（1）生産能力：10万トン／月
　（2）稼動時期：平成19年5月
　（3）投 資 額：約130億円
3．知多製造所小径シームレス管製造設備
　（1）生産能力：高級小径シームレス管25万トン／年（従来：23万トン／年）
　（2）稼動時期：平成19年1月
　（3）投 資 額：約100億円
4． 知多製造所中径シームレス管製造設備
　（1） 生産能力：高級中径シームレス管25万トン／年（現状：16万トン／年）
　（2）稼動時期：平成20年7月予定
　（3）投 資 額：約150億円

　JFEエンジニアリンググループでは、地球温暖化防止、エネルギーコスト削減に向けた燃料転
換ニーズの高まりの動きをいち早く捉え、平成18年度を初年度とするJFEグループ第2次中期経
営計画において「環境エネルギー複合分野」を成長戦略の柱と位置付けておりますが、同計画に
先行してBTG事業の環境事業部門への統合再編、木質バイオマスガス化発電システムの技術導
入、専門営業部隊の設置等、「環境エネルギー複合分野」への対応力の強化を図ってまいりました。
　その結果、同分野における主力商品であるバイオマスボイラ（＊）について、紀州製紙株式会社 
紀州工場殿および王子板紙株式会社日光工場殿よりプラント建設一式を受注いたしました。ま
た、地球温暖化防止に対し社会的貢献度の高いバイオマス発電分野について、いしかわグリーン
パワー株式会社殿より木質バイオマスガス化発電システムを受注いたしました。 
　今後ともJFEエンジニアリンググループは、バイオマスボ
イラ、木質バイオマスガス化発電システムを中心に新技術の
投入を行ない、プラント計画から燃料調達まで含めたバイオ
マス／リサイクル燃料転換に関する総合的なソリューショ
ン提案を強力に展開し、「環境エネルギー複合分野」における
リーディングカンパニーを目指してまいります。
（＊）バイオマスボイラ：バイオマス燃料やリサイクル燃料を使用する循環流動層ボイラ

「環境エネルギー複合分野」における本格事業展開と新規受注について

中国・広州市南沙開発区での冷延プロジェクトに関する基本合意について

　JFEスチール株式会社と広州鋼鉄企業集団有限公司は、主
として中国国内の自動車や家電向けの溶融亜鉛鍍金鋼板を
製造・販売する合弁会社『広州JFE鋼板有限公司（GUANGZHOU  
JFE STEEL SHEET COMPANY LTD．以下“GJSS社”）』を
平成15年秋に設立し、昨年3月には年産40万トンのNo. 1溶融
亜鉛鍍金ラインを完工いたしました。

　また、両社は、今後とも増加が見込まれる高級自動車用鋼板
の需要に応える為、GJSS社を更に発展させ①冷延鋼板製造設
備②連続焼鈍設備③No. 2溶融亜鉛鍍金鋼板製造設備を新たに建設することにつき本年3月に合
意に至りました。
　今後、両社は今回の合意に基づき詳細条件を詰め、中国政府関係機関の承認を得た後、正式な
合弁契約書を締結いたします。本年中の着工、平成22年頃の完工を目指してまいります。

【新規建設設備の概要】 
（1）冷間連続圧延機（PL-TCM） 180万トン／年
（2）連続焼鈍設備（CAL） 100万トン／年
（3）No. 2溶融亜鉛鍍金設備（No. 2CGL） 40万トン／年

【広州JFE鋼板有限公司の概要】 
（1）本　　社：広東省広州市南沙区万頃沙鎮
（2）設　　備：溶融亜鉛鍍金鋼板設備（年産40万トン）
（3）製　　品：主として自動車向け、一部家電および建材向け
（4）総投資額：170百万USドル

　JFEスチール株式会社は、高級鋼材の製造設備を相次いで稼動いたしました。
　同社は、自動車・家電向け高級鋼材でますます高度化する顧客ニーズに対応するため、薄板設
備を2ライン新設いたしました。また、世界的な資源開発の加速を背景にエネルギー関連分野で
の高級鋼管供給要請に応えるため、小径シームレス管製造設備の生産能力を増強したことに加
え、このたび中径シームレス管製造設備も増強することを決定いたしました。両設備の増強に
より、シームレス鋼管の製造能力は、39万トンから50万トンになり、中でも世界トップシェアを
誇る13％クロムシームレス油井管の製造能力は、年間9万トンから15万トンに増加いたします。
　同社はこれらの戦略的投資により、高級鋼へのニーズに対応できる体制を確立してまいります。

高級鋼材製造の新規設備を相次いで稼動

やまがたグリーンパワー殿向け木質バイオ
マスガス化発電商用施設

広州JFE鋼板外観

冷延プロジェクトに関する「協議書」調印式

中径シームレス管工場傾斜式延伸圧延機
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246,828千株
（40.3%）

184,045千株
（30.1%）

97,919千株
（16.0%）

53,748千株
（8.8%）

6,546千株
（1.1%）

22,573千株
（3.7%）

3千株※

（0.0%）

金融機関 外国法人等 個人・その他

その他の国内法人 証券会社 自己名義等
※  政府・公共団体
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Corporate Profile
JFEホールディングス 会社概要

会社概要（平成19年6月27日現在） 経営体制（平成19年6月27日現在）

名称（商号）

本店所在地

設　立

資本金（平成19年3月31日現在）

主要な事業内容

従業員数（平成19年3月31日現在）

上場証券取引所

証券コード

JFE（ジェイ エフ イー）ホールディングス株式会社
［英文名称 ： JFE Holdings,Inc.］

〒100-6527　東京都千代田区丸の内一丁目5番1号
電話 03（3217）4049（代表）

平成14年9月27日

1,423億円

鉄鋼事業、エンジニアリング事業をはじめとする事業会社
の株式を所有することによる当該会社の支配・管理

62名

株式会社東京証券取引所
株式会社大阪証券取引所
株式会社名古屋証券取引所

5411

取締役

執行役員

代表取締役社長

代表取締役

代表取締役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

社 長

副 社 長

副 社 長

専 務

常 務

常 務

數 土　文 夫

森 山　雄 一

山 﨑　敏 邦

林 田　英 治

笹 本　前 雄

岡 田　伸 一

CEO（最高経営責任者）

総務部、企画部の統括

財務・IR部、経理部の統括

企画部、経理部の担当

総務部の担当、総務部長

財務・IR部の担当、財務・IR
部長

宮 崎　徹 夫

久 保　國 興

西之原　敏 州

若 杉　敬 明

數 土　文 夫

森 山　雄 一

山 﨑　敏 邦

馬 田　　 一

齊 藤　　 脩

丹 羽　宇一郎

浅 井　滋 生

所有者別分布状況

大株主

株主名 所有株式数
（千株）

出資比率
（％）

46,918
36,248
22,139
15,985
13,351
11,838
11,802

9,975
9,213
8,419

8.0
6.2
3.8
2.7
2.3
2.0
2.0
1.7
1.6
1.4

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）  
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）
日本生命保険相互会社
第一生命保険相互会社
株式会社みずほコーポレート銀行
ステート ストリート バンク アンド トラスト カンパニー
ステート ストリート バンク アンド トラスト カンパニー 505103 
東京海上日動火災保険株式会社
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口4）
株式会社損害保険ジャパン

株式の状況（平成19年3月31日現在）

株式の現況
●発行可能株式総数
●発行済株式総数
●株主数

2,298,000,000株
611,663,662株

345,249名

株式事務のご案内

◆みずほ信託銀行株式会社の専用ホームページでは、 
　名義書換、住所変更等の届出用紙をご請求いただく
　ことができますので、 ご活用ください。　

【アドレス】
　http://www.mizuho-tb.co.jp/daikou/index.html

決 算 期 3月31日

定 時 株 主 総 会 6月に開催

定時株主総会および 
剰余金の配当基準日

3月31日

中 間 配 当 基 準 日 9月30日

臨 時 基 準 日 必要ある場合にあらかじめ公告
のうえ設定

1単元の株式の数 100株

株 主 名 簿 管 理 人 〒103-8670 
東京都中央区八重洲一丁目2番1号
みずほ信託銀行株式会社

同 事 務 取 扱 所 〒135-8722
東京都江東区佐賀一丁目17番7号
みずほ信託銀行株式会社証券代行部
電話　0120-288-324

同 取 次 所 みずほ信託銀行株式会社全国各支店
みずほインベスターズ証券株式会社本店
および全国各支店

公 告 の 方 法 電子公告 

【アドレス】
 http://www.jfe-holdings.co.jp/
 ※事故その他やむを得ない事由が生じた
　ときは、日本経済新聞に掲載して行ないます。

※ 上記のほか、当社は自己株式22,552千株保有いたしてお
り、出資比率の算定においては、自己株式を除いております。

※取締役丹羽宇一郎および浅井滋生の両氏は社外取締役であります。

監査役

監査役（常勤）

監査役（常勤）

監 査 役

監 査 役

※監査役西之原敏州および若杉敬明の両氏は社外監査役であります。




